
 
 

「研究計画詳細」の記⼊⽅法 

 
「研究計画詳細」を下記の指⽰にしたがって記⼊し、「研究課題申請書」と⼀緒に提出してください。 

 
＊研究計画作成に当たっての全体的な注意 
下記の項⽬の該当する部分を記述してください。 
「研究計画詳細」は A4 版の⽩紙、縦置きで、横書きしてください。 
「研究計画詳細」は図⾯も含めて全体で 6 枚以内に収まるようにして下さい。 
全⾴の右上に課題申請者の名前を記⼊してください。 
委員に配布する資料は、原則、電⼦データとなります。 
 
１．研究⽬的と現在の状況 

(ア) 機構内利⽤、共同研究、成果公開型有償利⽤課題の場合 
研究の⽬的、国内外の研究状況を、多少分野の違う⼈にも分かるように記述して下さい。な

ぜ当研究所の加速器施設を利⽤する必要があるのか、他の粒⼦線等を使った場合に⽐べ何が新
しいのかを説明してください。 

(イ) 成果⾮公開型有償利⽤課題の場合 
 施設を利⽤する⽬的と概要を可能な範囲で記述してください。 

 
２．研究計画 

(ア) 機構内利⽤、共同研究、成果公開型有償利⽤課題の場合 
どのような装置、ビームを使って研究を遂⾏するのかを具体的に記述して下さい。装置等に

ついてはその準備状況や準備の計画が分かるように、またマシンタイムの必要性が分かるよう
に説明してください。実験全体が１年で終わらずに翌年度も申し込む予定があるときは、その
旨を明記して年度毎に計画を記述して下さい。 

(イ) 成果⾮公開型有償利⽤課題の場合 
 どのような装置、ビームを使って研究を遂⾏するのかを、実験が実施可能であることや安全
性の評価ができるように可能な範囲で具体的に記述して下さい。 
 

３．これまでの研究経過（これまでに課題採択されている機構内利⽤、共同研究、成果公開型有償利⽤
課題の場合のみ） 

前年度までに同じテーマで共同利⽤研究が採択されている場合は、これまでの研究内容を具体的に説
明し、この申込で⾏なう部分との関係を明らかにして下さい。 
特に、すでに 3 年間継続されてきた研究課題は、これまでの 3 年間の研究内容と成果を詳しく述べて、
今後も研究を続ける必然性がわかるように説明して下さい。この場合、「これまでの研究経過」は「別紙
参照」として、別紙（A4 版⽤紙で 3 枚以内）に記⼊してください。現在、研究を実施している課題で
は、研究課題番号が「21」の番号で始まる課題がこれに該当します。 



 
４．マシンタイムの⾒積もり（マシンタイムの利⽤を希望する場合） 

必要なマシンタイムの量、その⾒積もりの根拠や使⽤の仕⽅（各作業への時間の振り分け⽅）を書い
て下さい。そのビームを使い実験が可能であることを定量的（あるいは半定量的に）に⽰して下さい。 
 
５．照射対象物（主として⽣物実験） 

⽣物系の照射実験等では、照射対象が細胞であるか、動物であるか、照射容器の種類や形状、数量、
照射野の広さ、照射したい総吸収線量等について記述してください。 

細胞の場合、照射前後に量研機構において⾏なう培養等の条件、期間、必要な装置について、動物の
場合はその種類、系統、数量、⼊⼿の⽅法を明らかにし、それらの動物を量研機構においてどのように
飼育、管理する必要があるのか飼育の期間等を含め具体的に記述してください。 

また、遺伝⼦組換えを⾏なった細胞や動物を使⽤する場合は、その照射対象物が「カルタヘナ法（遺
伝⼦組換え⽣物等の使⽤等の規制による⽣物の多様性の確保に関する法律）」の対象に該当するかどう
かを必ず明記して下さい。なお、量研機構ではウイルスを⽤いて遺伝⼦導⼊を⾏った細胞はすべて遺伝
⼦組換え実験となり、⼿続きが必要となります。また⾮遺伝⼦組換え微⽣物（ウイルス、細菌、真菌等）
を⽤いる場合には、バイオセイフティーレベルを記載して下さい。 
 
６．研究業績 

実験参加者（申請者及び研究分担者）の業績を、以下の条件に当てはまる様に記述して下さい。 
 この研究と関連の深い、過去 5 年間に出版された論⽂を、新しいものから順に記述して下さ

い。個⼈名で分けることはしないで下さい。 
 「論⽂の題名」、「著者名」、「雑誌名」、「その雑誌のナンバー」、「⾴数」、「出版年度」の順に

記述して下さい。 
 著者名の中で、実験参加者には下線をつけて分かるようにして下さい。 

以上の条件が守られない場合は、研究業績を審査対象の資料から削除しますので、結果的に審査が不
利になる可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


